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【 最終予算額 41億3,827万円 】�

一般会計決算の状況（図３）� 一般会計における町債残高と歳出決算額の推移（図４）�

一般会計・特別会計の決算額（図２）�
会 計 名 � 14年度歳入� 13年度歳入� 増減率� 14年度歳出� 13年度歳出� 増減率�

平成14年度 決算概要�

2H15年／10月号�

　平成１４年度町の決算概要です。なお、決算については、８月に行われた監査委員の
審査を経て、その後、町議会において認定に付され継続審議となっています。�
　金額こそ大きいですが、みなさんの家庭の家計簿と同じ仕組みになっています。�

◆ 一般会計予算の状況� 平成１４年度は、当初予算３３億３，９００万円に７回の補正予算等
により、４１億３，８２７万円の最終予算額となりました。（図１参照）�

（図２参照）�◆ 一般会計決算の状況�

　平成１４年度の収支決算については、歳入総額４０億１，９６５
万円（対前年度比９．３％減）となり、これから歳出総額
３６億８，２３２万円（対前年度比１０．０％減）を差し引くと形式収
支３億３，７３３万円となります。ここからさらに、平成１５年
度へ繰越した事業の繰越財源２，３１１万円を差し引くと３
億１，４２２万円の実質収支となり、これが翌年度で自由に使

える繰越金ということになります。（図３参照）�
　予算額に対する執行率は、歳入で９７．１％、歳出で８９．０％
となりました。�
　町債現在高については、平成９年度がピークでありまし
たが減少傾向に転じております。（図４参照）�

当初予算額　33億3,900万円（80.7％）�

補正予算額　6億1,102万円（14.8％）�

前年度からの繰越予算額　1億8,825万円（4.5％）�
（　　）内は、全体における構成比です。�

単位：億円�

実質収支�
3億1,422万円�

翌年度繰越財源�
2,311万円�

形式収支�
3億3,733万円�

36億8,232万円�

40億1,965万円�

歳入決算額� 歳出決算額�

執行率�
97.1％�

執行率�
89.0％�

一般会計� 40億1,965万円� 44億3,058万円� ▲9.3％�

計� 25億   865万円� 22億3,251万円� 12.4％�
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�
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0.5％�

110.5％�
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一般会計基金残高� 一般会計・特別会計の町債残高�

一 般 会 計 歳 入 �
決 算 の 概 要 �

（図５）�

一 般 会 計 歳 出 �
決 算 の 概 要 �
（目的別）（図６）�

町税収入は、法人町民税の増収により、９億２，６０１万円と
前年度に比べ８，９５６万円（１０．７％）の増収となりました。�

地方交付税については、１４億６，０４３万円と前年
度に比べ２億９６０万円（１２．６％）の減となりました。これは、地方交
付税の財源不足を地方に負担させることなどの制度改正による影
響です。�

国庫支出金については、１億４，５１５万円と前年度
に比べ２０９万円（１．４％）の減少となりました。これは、町道の新設
改良事業費の減少により土木費国庫補助金が減少したことなどに
よるものです。�

県支出金については、２億９，４３３万円と前年度に比
べ９，７４８万円（２４．９％）の減少となりました。これは、二万石用水
親水空間整備工事で増加となったものの、大型事業の農業生産
総合対策事業が大幅に減少となったことなどによるものです。�

町債は、借入の抑制に努めておりますが、地方交付税の地
方負担分として新たに臨時財政対策債を借入れたことなどにより
増加となったものの、雄神体育館建設事業に係る借入が減少した
ことなどにより、３億４１０万円と前年度に比べ１億７，０１０万円（３５．９
％）の減少となりました。�

3 H15年／10月号�

◆ 歳入決算の概要� 平成１４年度の一般会計歳入決算額は、４０億１，９６５万円となりました。
主な内容については、次のとおりです。（図５参照）�

◆ 歳出決算の概要� 平成１４年度の一般会計歳出決算額は、３６億８，２３２万円となりました。
主な内容については、次のとおりです。（図６参照）�

14年度�
決算額�

13年度�
決算額�（　　）内は、全体における構成比です。�

（　　）内は、全体における構成比です。�

14年度�
決算額�

町税�
９億２，６０１万円（２３．０％）�

地方交付税�
１４億６，０４３万円（３６．３％）�

その他�
７億１，１２８万円（１７．７％）�

町債 ３億４１０万円（７．６％）� 諸収入 １億７，８３５万円（4.5％）�

国庫支出金 １億４，５１５万円（３．６％）� 県支出金 ２億９，４３３万円（７．３％）�

町税�
８億３，６４５万円（１８．９％）�

地方交付税�
１６億７，００３万円（３７．７％）�

その他�
７億２，２３１万円（１６．３％）�

町債 ４億７，４２０万円（１０．７％）� 諸収入 １億８，８５４万円（４．３％）�

国庫支出金 １億４，７２４万円（３．３％）� 県支出金 ３億９，１８１万円（８．８％）�

民生費�
６億９，７３２万円（１８．９％）�

総務費�
６億２，０６３万円（１６．９％）�

公債費�
６億８，９５４万円（１８．７％）�

衛生費 １億７，０６５万円（４．６％）�
商工費 ２億７，０８２万円（７．４％）�

教育費 ２億５，４８０万円（６．９％）�農林水産業費 ２億９，３８８万円（８．０％）� その他 １億５９３万円（２．９％）�

消防費 １億３，９４５万円（３．８％）�
土木費 ４億３，９３０万円（１１．９％）�

13年度�
決算額�

民生費�
６億５，０９０万円（１５．９％）�

公債費�
６億７，１９６万円（１６．４％）�

衛生費 １億９，３８６万円（４．７％）�
土木費�

５億７，７３０万円（１４．１％）�
総務費 ５億６，０１６万円（１３．７％）� 教育費 ２億６，３８０万円（６．４％）�その他 １億６６７万円（２．７％）�

農林水産業費�
６億２，０８３万円（１５．２％）�

商工費 ２億９，５３９万円（７．２％）�
消防費 １億５，２６９万円（３．７％）�

区　　　分�

財政調整基金�

公共施設建設基金�

公共施設保全基金�

減債基金�

金　　額�

2億2,229万円�

256万円�

8,423万円�

1億3,658万円�

区　　　分�

福祉基金�

農村環境創造基金�

その他の基金�

区　　　分�

一般会計�

下水道事業会計�

簡易水道事業等会計�

水道事業会計�

計�

金　　額�

1億5,320万円�

1,000万円�

1,604万円�

金　　額�

44億  973万円�

27億9,713万円�

296万円�

6億2,932万円�

78億3,914万円�計　　　　6億2,490万円�

●  町税�
�

●  地方交付税�
�

�

�

●  国庫支出金�
�

�

�

●  県支出金�
�

�

�

●  町債�

町制施行５０周年記念事業として、庄川あゆまつりやダ
ックレースIN庄川を開催したほか、住民基本台帳ネットワークシステ
ム整備を実施しました。�
　また、財政調整基金に１億円や公共施設保全基金に２，０００万
円を新たに積立てたことなどにより、６億２，０６３万円と前年度に比
べ６，０４７（１０．８％）の増加となりました。�

東山見保育所改修事業をはじめ、一人暮らし高齢者対
策として緊急通報装置の整備、少子化対策として育児支援サポ
ート事業・学童保育事業の実施などにより、６億９，７３２万円と前年
度に比べ４，６４２万円（７．１％）の増加となりました。�

Ｃ型肝炎緊急総合対策事業に取り組んだほか、ごみス
テーション改善事業補助金制度を新設し環境整備を図ったことに
より、１億７，０６５万円となりましたが、前年度に比べると２，３２１万円
（１２．０％）の減少となりました。�

大豆コンバイン等の高性能機械の導入を図った
ほか、中山間地域総合整備事業、田園空間整備事業、林道横住
奥山線開設事業などを実施しましたが、２億９，３８８万円と前年度に
比べ３億２，６９５万円（５２．７％）の減少となりました。�

大門町のアユ増殖施設建設に対して補助を行ったこと
や特産館アーケード設置工事、美術館屋上改修工事などを実施し
ましたが、２億７，０８２万円と前年度に比べ２，４５７万円（８．３％）の減
少となりました。�

平成８年度から整備を進めてきました町道第１２号線の
工事が完了したほか、都市計画街路事業の実施や閑乗寺休憩施
設を新築した結果、４億３，９３０万円となりましたが、前年度に比べ
ると１億３，８００万円（２３．９％）の減少となりました。�

庄地内に防火水槽を設置しましたが、１億３，９４５万円と
前年度に比べ１，３２４万円（８．７％）の減少となりました。�

中学２年生が１４歳の挑戦として町内の各事業所で職
場体験に取り組んだほか、１４年間使用している中型スクールバス
を修繕しましたが、２億５，４８０万円と前年度に比べ９００万円（３．４％）
の減少となりました。�

前年度に引き続き、高利率で借入れしていました町債の
繰上償還を実施したことにより、６億８，９５４万円と前年度に比べ１，
７５８万円（２．６％）の増加となりました。�
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�
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町民一人当たりで見ると�

255 万円！�

町民一人当たりで見ると�

72 万円！�

255 万円！�

72 万円！�

　（貸借対照表）を公表します。�　（貸借対照表）を公表します。�
負債の部　　52億997万円�

正味資産の部　　132億6,717万円�

4H15年／10月号�

１．固定負債 ４７億７，１２４万円�
町が事業を実施した際の借入金・全職員が
退職した場合の退職金です。�

２．流動負債 ４億３，８７３万円�
町の借入金で返済が１年以内に迫っている
経費です。�

１．国・県支出金 ３８億２，２５３万円�
次世代に引き継ぐ道路や学校、庁舎などの
正味資産です。�

２．一般財源等 ９４億４，４６４万円�
次世代に引き継ぐ道路や学校、庁舎などの
正味資産です。�

負債・正味資産合計　　　１８４億７，７１４万円�

　平成14年度分について公表いたします。作成
方法は、国の基準で作成しました。�
　これは、町が投資してきた道路や学校、体育施
設などの資産をはじめ町債など、今後の返済が
必要な負債や、国・県からの補助金のように返済
が必要でない正味資産の状況がわかるようにな
っています。�

【資産の状況】�

【負債の状況】�
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高
が
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

資産の構成について�

有形固定資産�
169億3,914万円�
（91.7％）�

投資及び出資金 2億4万円（1.1％）�
貸付金 5,600万円（0.3％）�

基金 2億6,603万円（1.4％）� 現金・預金 6億8,940万円（3.7％）�

未収金 3億2,653万円（1.8％）�

（　）内は、資産全体に
おける構成比です。�



町民一人当たりで見ると�

183 万円！�183 万円！�

�バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成�

を
終
え
て�

平成１４年度のバランスシート　　平成１４年度のバランスシート　　
資産の部　　184億7,714万円�

5 H15年／10月号�

１．有形固定資産 １６９億３，９１４万円�
　　（うち土地　４３億２，４３７万円）�
道路や学校、庁舎などの資産です。残存価
格で計上しています。�

２．投資等 ５億２，２０７万円�
投資・出資金・貸付金・基金です。�

３．流動資産 １０億１，５９３万円�
現金・預金・現金性のある基金・町税の未
収金です。�

資産合計　　　１８４億７，７１４万円�

【正味資産の状況】�

　
「
流
動
負
債
」
は
、
３，
２
８
６
万

円（
７
・
０
％
）の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

���������

　
「
正
味
資
産
」
は
、
国
庫
支
出
金

や
県
支
出
金
に
対
応
す
る
資
産
の

減
価
償
却
後
の
残
存
価
格
相
当
額

を
計
上
し
て
お
り
、
１
億
２，
０
６

５
万
円（
０
・
９
％
）の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

���

　
町
債（
町
の
借
金
）残
高
４４
億
９

７
３
万
円
や
、
正
味
資
産
で
あ
る

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
を
財
源

と
し
て
、
１
６
９
億
３，
９
１
４
万

円
の
道
路
や
都
市
計
画
、農
道
整
備

学
校
、
庁
舎
な
ど
の
有
形
固
定
資

産
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。�

　
ま
た
、
投
資
的
な
事
業
は
、
町

債
だ
け
の
財
源
で
実
施
さ
れ
て
き

た
訳
で
は
な
く
、
国
・
県
補
助
金

も
有
効
に
活
用
し
て
実
施
し
て
き

て
お
り
、
正
味
資
産
の
部
で
そ
の

内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
な
お
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て

固
定
負
債
を
１
億
９，
２
３
９
万
円

減
ら
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

※債務負担行為の利子補給等に係るもの１億８，９１０万円は、
バランスシートに計上されていません。�

土木費�
73億5,429万円�
（43.4％）�

地方債�
39億7,100万円�
（76.2％）�

退職給与引当金�
8億24万円（15.4％）�

教育費�
32億3,296万円�
（19.1％）�

農林水産業費　  �
25億6,637万円（15.2％）�

負債の構成について�

有形固定資産の構成について�

商工費�
7億4,776万円�
（4.4％）�

労働費 4,915万円（0.3％）�

翌年度償還予定額 4億3,873万円（8.4％）�

衛生費 4,726万円（0.3％）�

民生費 8億7,454万円（5.2％）�

総務費 4億6,519万円（2.7％）�

その他 14億3,926万円（8.4％）�

消防費�
1億6,236万円�
（1.0％）�

（　）内は、負
債全体におけ
る構成比です。�

（　）内は、有形固定資産全体における
構成比です。�



﹇
　
　
　
﹈�

第
6
回
合
併
協
議
会
（
１０
月
３
日
）
で
�

協
議
す
る
4
つ
の
協
定
項
目
�

　
９
月
２
日（
火
）午
後
２
時
か
ら
庄
川
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
５
回
砺

波
市
・
庄
川
町
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
�

　
会
議
で
は
、
前
回（
８
月
１１
日
）の
第
４

回
合
併
協
議
会
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
６
項

目
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
た
他
、
８
月
３１

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
市
町
村
合
併
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
今
回
の
合
併
協
議
会
で
決
定
さ
れ
た
項

目
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
�

��������������　
以
上
の
項
目
が
確
認
さ
れ
、
現
在
、
合

併
協
定
項
目
５２
項
目
の
う
ち
２３
項
目
の
基

本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
協

定
項
目
の
詳
細
な
調
整
内
容
は
広
報
９
月

号
を
ご
覧
下
さ
い
。
な
お
、
合
併
協
定
項

目（
５２
項
目
）の
協
議
状
況
は「
砺
波
市
・

庄
川
町
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
の
最
終
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
�

��������

 １．
砺
波
広
域
圏
事
務
組
合
及
び
砺
波
広
域

水
道
企
業
団
で
共
同
処
理
し
て
い
る
事

務
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
も
引
き
続
き

共
同
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
�

 ２．
そ
の
他
の
砺
波
市
及
び
庄
川
町
が
加
入

し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
、

合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
当
該
組
合

を
脱
退
し
、
新
市
に
お
い
て
合
併
の
日

に
当
該
組
合
に
加
入
す
る
も
の
と
す
る
。
�

 ３．
砺
波
市
と
砺
波
広
域
圏
事
務
組
合
が
共

同
設
置
し
て
い
る
砺
波
市
公
平
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も

っ
て
共
同
設
置
を
廃
止
し
、
新
市
に
お

い
て
合
併
の
日
に
公
平
委
員
会
を
設
置

す
る
も
の
と
す
る
。
�

 ４．
庄
川
町
が
町
村
等
と
共
同
設
置
し
て
い

る
富
山
県
町
村
公
平
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退

す
る
も
の
と
す
る
。
�

 ５．
砺
波
市
及
び
庄
川
町
が
他
の
地
方
公
共

6H15年／10月号�

が
っ
ぺ
く
ん
が
お
知
ら
せ
す
る
�

第
5
回
合
併
協
議
会
が
庄
川
町
で
開
催
さ
れ
、町
・
字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
扱
い
等
が
決
定
さ
れ
る
�

�協
定
項
目
１０
�

　
特
別
職
等
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

�協
定
項
目
１７
�

　
町
・
字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

�協
定
項
目
２２
ー
１６
�

　
交
通
関
係
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

�協
定
項
目
２２
ー
１９
�

　
消
費
者
関
連
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

�協
定
項
目
２２
ー
２１
�

　
勤
労
者
関
連
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

�協
定
項
目
２２
ー
２３
�

　
建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

�協
定
項
目
１３
�

　
一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�



ま
め
知
識
�

パ
ー
ト
3

　第５回合併協議会で決定された項目『町・
字の区域及び名称の取扱い』の中で、砺波市
には「平成町」や「となみ町」というちょっと
現代的な大字があります。また、庄川町と同
じ「三谷」という大字が三谷境にあり、住所
表示では砺波市三谷と砺波市庄川町三谷と
いうことになります。やはり、三谷地内の砺

波市との境界線が入り組んでいることが原
因でしょうか？�
　また、「砺波市営バス」の停留所が庄川町
三谷地内にあることをご存知ですか？それは、
市営バス栴檀山線（寺尾温泉方面）が通る町
営住宅三谷団地付近の『三谷中央』、松山甚
惺宅付近の『三谷』の２箇所に停留場があり
ます。皆さんも機会があれば是非一度乗車
してみてはいかがでしょうか？�

新
市
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
�

開
催
さ
れ
ま
し
た
�

新
市
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
�

開
催
さ
れ
ま
し
た
�

団
体
と
行
っ
て
い
る
事
務
の
委
託
に
つ

い
て
は
、
合
併
後
も
引
き
続
き
現
行
の

事
務
委
託
規
約
の
内
容
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。
�

��　
介
護
保
険
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
�

��　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
健
康

増
進
の
観
点
か
ら
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぎ
、
住
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
�

��　
保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
保
健
衛
生
の

活
動
推
進
の
観
点
か
ら
現
行
の
ま
ま
新
市

に
引
き
継
ぎ
、
住
民
に
効
果
の
あ
る
保
健

指
導
及
び
保
健
教
育
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。
�

7 H15年／10月号�

『砺波市と同じ大字とバス停』�

�協
定
項
目
２２
ー
１４
�

　
保
健
衛
生
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

�協
定
項
目
２０
�

　
介
護
保
険
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

�協
定
項
目
２２
ー
１３
�

　
健
康
づ
く
り
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
�

　
８
月
３１
日（
日
）砺
波
市
文
化
会
館
に
お
い
て

新
市
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

岐
阜
県
瑞
穂
市
長
の
松
野
幸
信
先
生
の
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、「
い
い
花
咲
か
せ
よ
う
！
個
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、
新
市
の
将

来
像
の
素
案
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、
自
治
振
興
会
代
表
の
但
田
清
重
氏

（
青
島
）・
斉
藤
紀
子
氏（
青
島
）・
斉
藤
彰
氏（
庄
）

の
ほ
か
３
名
の
代
表
者
か
ら
新
市
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、会
場
に
訪
れ
た
１，
１
０
０

人
の
方
々
は
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
�



�

　
質
問�

　
　
庄
嵐
会
代
表
　
藤
井
稔
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

新
市
の
建
設
計
画
に
つ
い
て�

○
新
生
砺
波
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て�

▼
新
生
砺
波
市
に
お
け
る
庄
川
町
の

将
来
に
つ
い
て�

４
月
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
両
市
町
の
住
民
と

も
庄
川
峡
の
観
光
資
源
を
活
用
し

た
町
づ
く
り
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
観
光
資
源
を
活
用
し
た

事
業
展
開
を
図
り
、
交
流
人
口
と

滞
在
人
口
の
増
加
策
を
基
本
に
計

画
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
新
市

将
来
像
は
合
併
協
議
会
で
提
案
さ

れ
る
が
、
議
員
、
町
民
の
方
々
の

意
見
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
計
画

と
な
る
よ
う
意
を
配
し
て
い
き
た
い
。�

▼
新
市
の
建
設
計
画
に
盛
込
む
計
画

に
つ
い
て�

新
市
建
設
計
画
は
合
併
後
の
新

市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
な
る

も
の
で
、
合
併
特
例
債
等
の
支
援

を
受
け
る
た
め
事
業
計
画
と
し
て

位
置
付
け
す
る
必
要
が
あ
る
。�

第
４
次
庄
川
町
民
総
合
計
画
を

基
本
と
し
、
仮
称
総
合
健
康
セ
ン

タ
ー
の
建
設
等
の
ほ
か
、
観
光
資

源
活
用
策
と
し
て
水
記
念
公
園
周

辺
再
整
備
や
新
市
に
お
け
る
温
泉

活
用
型
観
光
ゾ
ー
ン
等
の
施
策
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
。�

▼
合
併
特
例
債
の
制
限
と
計
画
実

施
の
可
能
性
に
つ
い
て�

合
併
前
に
全
て
を
決
定
す
べ
き

で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
特
例
債

の
活
用
に
は
１０
年
間
と
い
う
枠
が

あ
り
、
新
市
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
基

づ
き
弾
力
的
な
活
用
を
す
る
余
裕

を
も
た
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。�

　
新
市
に
お
い
て
も
子
ど
も
た
ち

や
高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

せ
る
街
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を

優
先
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。�

▼
事
務
事
業
の
協
議
と
新
市
の
財

政
予
測
に
つ
い
て�

地
方
交
付
税
の
減
額
の
影
響
が

避
け
ら
れ
な
い
状
況
の
中
で
は
、

事
業
の
見
直
し
は
当
然
必
要
で
あ
る
。�

　
合
併
後
の
新
市
に
お
い
て
現
状

の
補
助
制
度
や
負
担
制
度
に
つ
い

て
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。�

　
し
か
し
、
制
度
上
、
庄
川
町
に

な
い
も
の
が
砺
波
市
に
あ
り
、
合

併
に
よ
り
い
か
に
相
乗
効
果
の
上

が
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
か
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。�

１
号
環
状
線
の
早
期
完
成
に
つ

い
て�

○
合
併
を
目
途
に
早
期
開
通
を�

市
町
村
合
併
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
一
日
も
早
い
用
地
の
解
決

と
早
期
完
成
に
向
け
て
、
地
権
者

の
方
々
と
鋭
意
交
渉
し
て
い
る
。�

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て�

○
入
札
制
度
の
見
直
し
を
さ
れ
、

入
札
前
公
表
を
試
行
さ
れ
よ�

時
代
の
流
れ
と
入
札
の
透
明
性
・

公
正
性
を
高
め
る
等
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
富
山
県
及

び
砺
波
市
を
は
じ
め
と
す
る
県
内

半
数
以
上
の
市
町
で
試
行
や
本
格

実
施
が
さ
れ
て
い
る
。
業
者
の
皆

さ
ん
に
合
併
後
の
新
市
の
入
札
制

度
に
な
れ
て
頂
く
と
と
も
に
、
落

札
率
の
低
下
を
期
待
し
、本
年
１０
月

よ
り
合
併
ま
で
１
千
万
以
下
の
工

事
や
業
務
委
託
に
つ
い
て
入
札
前

公
表
を
試
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

電
子
入
札
に
つ
い
て
は
、
県
や

他
市
町
の
動
向
を
踏
ま
え
、
新
市

に
お
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

�　
質
問
　
松
田
吉
孝
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
に

つ
い
て�

○
い
つ
ま
で�

○
ど
の
よ
う
な
範
囲�

○
組
織
ま
で
制
定
す
る
の
か�

平
成
１６
年
３
月
議
会
に
は
提
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

砺
波
市
と
の
協
議
の
中
で
は
、

個
人
の
情
報
の
性
質
、
当
該
個
人

情
報
を
保
有
す
る
目
的
を
勘
案
し
、

そ
の
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
範
囲
及
び
一
般
行
政
の
ほ
か

関
係
す
る
委
員
会
に
つ
い
て
も
慎

重
に
調
整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。�

少
子
化
対
策
の
地
域
行
動
計
画

策
定
に
つ
い
て�

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
お
け

る
少
子
化
対
策
の
地
域
行
動
計
画

策
定
に
つ
い
て
の
早
急
な
取
組
み

に
つ
い
て�

市
町
村
に
お
い
て
は
、
平
成
１６

年
度
末
ま
で
に
行
動
計
画
を
策
定
し

平
成
１７
年
度
か
ら
事
業
目
標
に
向

け
行
動
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
な
施
策
の
展
開
は
新
市
に

お
い
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

砺
波
市
と
も
十
分
な
協
議
を
行
い
、

計
画
目
標
策
定
に
必
要
な
現
状
分

析
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
量
を
推
計
す

る
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
合
同
で

行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
経
費
に
つ

い
て
今
回
の
議
会
に
補
正
予
算
案

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。�

次
世
代
を
担
う
児
童
の
健
や
か

な
出
生
と
育
成
の
た
め
の
環
境
構

築
が
最
も
重
要
な
行
政
課
題
で
あ
り

砺
波
市
と
の
連
携
の
も
と
、集
中
的

計
画
的
な
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。�

�　
質
問
　
藤
永
　
皋
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

「
砺
波
地
方
介
護
保
険
組
合
」
の

介
護
保
険
料
の
減
免
規
定
の
適
用

基
準
に
つ
い
て�

砺
波
地
方
介
護
保
険
組
合
を
は

じ
め
県
内
１０
保
険
者
の
う
ち
６
保

険
者
が
単
独
減
免
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
新
し
い
減
免
制
度
は

第
２
段
階
の
方
に
つ
い
て
も
申
請

に
よ
り
調
査
の
の
ち
、
第
１
段
階

に
減
免
す
る
制
度
で
あ
る
。
財
産

や
預
貯
金
等
を
考
慮
し
て
減
免
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
第
２
期
計
画

の
３
年
後
ま
で
に
は
国
の
制
度
も

少
し
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
検
討

し
た
い
。�

合
併
後
の
住
民（
市
民
）の
要
求

は
現
行
の
庄
川
町
の
シ
ス
テ
ム
通

り
で
市
政
に
反
映
さ
れ
る
の
か�

両
市
町
に
共
通
す
る
自
治
振
興

会
は
若
干
の
活
動
内
容
の
違
い
は

あ
る
が
、
自
治
振
興
会
が
中
心
と

な
っ
て
各
地
区
の
要
望
や
住
民
の

要
求
を
十
分
反
映
で
き
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。�

庄
川
町
の
施
設
使
用
料
（
町
内

団
体
等
は
現
在
無
し
）は
新
市
に
な

っ
て
も
維
持
さ
れ
る
の
か�

「
各
施
設
の
使
用
料
」に
つ
い
て

は
各
分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
協
議
中

8H15年／10月号�

代
表
・
一
般
質
問�

質�答� 　
庄
川
町
議
会
定
例
会（
第
５
回
）が
９
月
１２
日
か
ら
８
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
初
日
の
１２
日
は
、
議
案
８
件
を
一
括
上
程
し
、
町
長
よ
り
町
政
報

告
、
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
の
説
明
を
行
っ
た
あ
と
、
議
案
を
各
委
員
会

へ
付
託
し
、
続
い
て
代
表
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
１６
日
に
は
総
務
委
員
会
、
１８
日
に
は
建
設
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
付
託
議

案
を
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
１９
日
の
本
会
議
で
は
、
各
委
員
長
報

告
が
行
わ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
追
加
上
程
さ
れ
た
決
算
認
定
７
件
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
継
続
審
査
と
な
り
、
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
同
意
と
な
り
ま
し

た
。�

　
本
会
期
中
に
提
案
さ
れ
た
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
記
の
と
お
り
で

す
。� 議

会
だ
よ
り
　
　
　
9
月
議
会
定
例
会�

議
会
だ
よ
り
　
　
　
9
月
議
会
定
例
会�

答� 答�

答�質�答�質�答�

答�答� 質� 質�

質�質�質� 答�答�答�



で
あ
り
、
今
後
は
合
併
協
議
会
の

協
定
項
目
の「
使
用
料
、
手
数
料
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」の
中
で
協
議

さ
れ
る
。
新
市
の
財
政
状
況
、
受

益
者
負
担
の
原
則
も
考
慮
し
な
が
ら

多
方
面
か
ら
検
討
し
て
、
今
よ
り

極
端
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

調
整
し
て
い
き
た
い
。�

�　
質
問
　
寺
井
武
彦
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て�

○
住
民
の
足
と
し
て
公
共
施
設
や

高
齢
者
の
集
ま
る
所
、
商
店
街
を

運
行
す
る
バ
ス
を�

公
共
交
通
機
関
の
路
線
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
の
機
能

も
十
分
考
慮
し
て
、
で
き
れ
ば
合

併
時
ま
で
に
新
た
な
ル
ー
ト
設
定

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。�

ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
国
の
介
護

予
防
・
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業
の

補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
新
市
に
お
い
て
も
現
状
の

ま
ま
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

運
行
経
路
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ

地
域
の
高
齢
者
の
利
便
性
が
向
上

す
る
よ
う
意
を
配
し
て
い
き
た
い
。�

老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
「
舟
戸
荘
」

の
有
効
活
用
に
つ
い
て�

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
、

各
企
業
の
宿
泊
研
修
所
等
に
活
用

し
て
は�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と

し
て
は
、
最
小
限
の
改
修
と
管
理

に
留
め
る
と
し
て
も
相
当
の
コ
ス

ト
が
か
か
る
こ
と
、
加
え
て
今
後

町
の
責
任
に
お
い
て
管
理
を
行
う

と
な
る
と
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
。�

　
各
企
業
の
研
修
所
等
と
し
て
は
、

民
間
か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

活
用
の
観
点
か
ら
選
択
肢
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。�

少
子
高
齢
化
に
伴
う
幼
児
保
育

に
つ
い
て�

○
０
才
〜
３
才
児
に
対
す
る
育
児

は
両
親
、
家
族
が
す
べ
き
。
そ
の

た
め
、
民
間
企
業
へ
の
育
児
休
暇

取
得
の
働
き
か
け
、
保
育
所
の
柔

軟
な
対
応�

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

が
施
行
さ
れ
、
国
・
自
治
体
・
企

業
が
力
を
合
わ
せ
て
少
子
化
対
策

に
取
組
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

よ
り
迅
速
、
効
果
的
に
支
援
事
業

を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
保
育
所

の
役
割
は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ
る
。�

　
今
後
と
も
施
設
や
人
的
拡
充
を

図
り
な
が
ら
地
域
の
保
育
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。�

�

　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

○
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
の

連
絡
、
連
携
は�

町
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
健

や
か
な
子
ど
も
の
育
成
に
は
教
育

の
継
続
性
と
連
続
性
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。�

保
育
園
児
が
小
学
校
生
活
に
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
半
日

入
学
に
工
夫
を
凝
ら
す
な
ど
入
学

時
に
不
安
感
を
抱
か
な
い
よ
う
配

意
し
て
い
る
。�

保
育
士
と
小
学
校
教
諭
、
小
学

校
教
諭
と
中
学
校
教
諭
と
の
連
携

も
深
め
て
お
り
、
昨
年
度
は
教
育

講
演
会
や
合
同
学
習
会
な
ど
１７
回

の
交
流
活
動
を
実
施
し
た
。�

今
後
と
も
相
互
連
携
を
深
め
る

た
め「
町
教
育
研
究
会
」「
保
・
小

連
絡
協
議
会
」の
活
動
内
容
を
一
層

充
実
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。�

�　
答
弁
　
藤
森
町
長�

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て�○
施
設
の
雨
漏
り
や
水
道
水
の
水

漏
れ
、電
気
の
漏
電
、機
器
の
整
備

ガ
ス
漏
れ
に
対
す
る
具
体
的
対
策

は�

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
つ
い
て
は

担
当
す
る
所
管
課
で
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
経
常
的
光
熱
水
費
に
つ

い
て
は
過
去
３
年
間
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
逐
次
変
動
を
見
極
め
異

常
が
な
い
か
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
電
気
保
安
業
務
等
は
業

者
委
託
で
き
る
も
の
は
経
費
節
減

も
考
慮
し
一
括
契
約
し
、
ま
た
、

施
設
管
理
、
周
辺
環
境
整
備
等
も

配
慮
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。�

�　
質
問
　
篠
　
栄
治
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

青
山
墓
地
及
び
周
辺
整
備
に
つ

い
て�

○
閑
乗
寺
公
園
等
を
含
め
た
多
目

的
墓
地
公
園
の
造
成
に
つ
い
て�

町
民
皆
様
が
利
用
し
や
す
い
町

営
墓
地
と
な
る
よ
う
、
本
年
４
月

よ
り
墓
参
道
及
び
駐
車
場
、
給
水

場
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

合
併
ま
で
に
は
、
一
部
墓
地
造
成

と
無
縁
墓
地
付
近
の
環
境
整
備
を

計
画
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
に
つ

い
て
は
新
市
に
お
い
て
計
画
に
盛

込
む
よ
う
協
議
し
て
い
き
た
い
。�

○
青
山
墓
地
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
の
考
え
方（
統
一
見
解
）�

町
で
唯
一
の
町
営
墓
地
で
あ
り

周
辺
整
備
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
路
整
備

等
に
よ
り
利
便
性
も
向
上
し
、
今

後
墓
地
造
成
を
実
施
し
て
も
需
要

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
街
地

を
望
む
す
ば
ら
し
い
眺
望
で
も
あ
り

多
く
の
町
民
が
気
軽
に
訪
れ
る
墓

地
公
園
と
な
る
よ
う
整
備
し
て
い
く
。�

○
個
人
に
よ
る
墓
地
経
営
に
つ
い

て
申
請
が
さ
れ
た
時
の
今
後
の
考

え
方�今

後
の
個
人
に
よ
る
墓
地
経
営

に
つ
い
て
は
、
個
人
墓
地
の
開
設

は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
こ
と
と

し
て
い
る
。�

�　
質
問
　
野
村
政
春
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長
　
　�

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
に
つ
い
て�

現
在
市
町
村
合
併
特
別
委
員
会

で
協
議
さ
れ
て
お
り
、
砺
波
市
と

の
協
議
の
後
、
合
併
協
議
会
へ
提

案
さ
れ
調
整
方
針
が
決
め
ら
れ
る

も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
段
階
で
意

見
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。�

自
治
振
興
会
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て�

砺
波
市
１７
地
区
の
自
治
振
興
会

は
、
行
政
と
は
対
等
の
立
場
で
あ

る
と
の
考
え
の
も
と
、
権
威
と
自

覚
を
持
っ
て
各
種
事
業
に
取
組
ん

で
お
ら
れ
る
。
市
か
ら
の
助
成
も

あ
る
が
、
住
民
の
方
も
こ
れ
ら
取

組
み
に
賛
同
し
、
応
分
の
費
用
を

負
担
さ
れ
積
極
的
に
行
事
に
参
加

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
独
自
の
規
約
を
定
め
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。�

条
例
に
つ
い
て
は
、
庄
川
町
も

同
様
の
体
制
が
整
っ
た
後
新
市
に

お
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。�

�　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

合
併
の
進
捗
状
況
に
お
け
る
諸

問
題
に
つ
い
て�

○
二
段
階
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

二
次
合
併
に
つ
い
て
は
各
市
町

村
長
の
考
え
方
も
あ
る
の
で
、
今

の
段
階
で
の
意
見
は
差
し
控
え
た
い
。�

　
将
来
、
砺
波
市
・
南
砺
市
の
２

首
長
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
さ
れ

る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
機
会
が

到
来
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。�

○
住
民
投
票
に
つ
い
て�

住
民
投
票
に
付
す
予
定
は
な
い

が
、
住
民
皆
さ
ん
の
大
多
数
が
住

民
投
票
を
望
ん
で
い
る
と
な
れ
ば

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
と
も
よ
り
広
く
住
民
の
方
々
の

意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
、
新
砺

波
市
の
誕
生
に
向
け
て
誠
心
誠
意

努
力
し
た
い
。�

○
合
併
の
諸
問
題
に
つ
い
て
　
何
故

ほ
と
ん
ど
の
事
が
砺
波
市
の
現
行

に
準
ず
る
の
か�

事
務
事
業
の
す
り
合
わ
せ
に
お

い
て
両
市
町
間
に
差
異
が
あ
る
場

合
は
、
将
来
的
な
財
政
負
担
も
考

慮
し
、
良
好
な
施
策
を
選
択
し
て

い
る
。
庄
川
町
で
実
施
さ
れ
て
い

な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
砺
波
市

の
例
に
従
い
調
整
さ
れ
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
な
る
も
の
で
あ
る
。�

○
県
道
の
消
雪
装
置
に
つ
い
て�

県
道
は
県
知
事
が
道
路
管
理
者

で
あ
り
、
町
が
消
雪
装
置
を
設
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
県
へ
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可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �
【条　例】�
▼庄川町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正について�
　公職選挙法の一部改正をうけ、「期日前投票所の投票
管理者」「期日前投票所の投票立会人」の報酬について
追加するものです。�

【その他】�
▼庄川町道の路線認定について�
　主要地方道砺波細入線から町道２６７号線までの２００
ｍについて、町道３３６号線として路線認定を行うものです。�

【報　告】�
▼平成１５年度庄川町土地取得事業特別会計補正予算（第
１号）の専決処分について�
　青山墓地周辺、恩光寺作業道の整備のため、用地購
入費を工事請負費に振替えるものです。�
▼平成１５年度庄川町下水道事業特別会計補正予算（第
２号）の専決処分について�
　追加補正額は３０１千円で、補正後の予算総額
３９３，０７７千円となるもので、受益者負担金納入に伴う前
納報奨金を増額するものです。�

【予　算】�
▼平成１５年度庄川町一般会計補正予算（第3号）�
　追加補正額は３３，９０１千円で、補正後の予算総額
３，５３７，１５８千円で、主なものは、固定資産評価業務委託
料７，３４２千円、社会福祉協議会補助金５，３００千円、測量
設計業務委託料４，５００千円等です。�
▼平成１５年度庄川町国民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号）�
　追加補正額は５，３８３千円で、補正後の予算総額
６０７，７８３千円で、退職被保険者等高額療養費４，７００千円、
一般被保険者保険税還付金５００千円等です。�
▼平成１５年度庄川町老人保健医療事業特別会計補正予
算（第２号）�
　追加補正額は４０千円で、補正後の予算総額８３５，０７８
千円で、平成１４年度医療費精算による償還金です。�
▼平成１５年度庄川町土地取得事業特別会計補正予算（第
２号）�
　追加補正額は７，２８４千円で、補正後の予算総額
１０７，２８４千円で、登記事務補助賃金△１，７１６千円、宅地
取得奨励金９，０００千円です。�

【人　事】�
▼庄川町教育委員会委員の任命に同意を求めることにつ
いて�
庄川町三谷２１８５番地 山森　一雄 氏　　同意�
庄川町金屋４１８６番地の１７ 池田　禎介 氏　　同意�

【継続審査となった議案】�
▼平成１４年度庄川町一般会計外６会計の歳入歳出決算
の認定について�

【特別委員会の設置】�
▼決算特別委員会の設置について�
委員長　篠崎　栄治 氏 副委員長　寺井　武彦 氏�
委　員　太田　信良 氏 委　　員　石黒　久敬 氏�

は
道
路
新
設
改
良
事
業
を
最
優
先

に
要
望
し
、
次
に
消
雪
装
置
設
置

事
業
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。�

�　
答
弁
　
雨
池
助
役�

入
札
制
度
に
つ
い
て�

○
予
定
価
格
の
事
前
公
表
に
つ
い

て�

事
前
公
表
は
、
入
札
の
透
明
性
・

公
正
性
を
高
め
る
等
多
分
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。�

○
山
梨
県
小
淵
沢
町
の
方
式
を
と

る
べ
き
で
は
な
い
の
か�

小
渕
沢
町
で
は
『
落
札
率
が
高

止
ま
り
と
な
り
、
公
表
す
る
リ
ス

ク
が
非
常
に
大
き
い
』
と
し
て
事

前
公
表
を
取
り
止
め
、
役
所
と
業

者
の
立
場
は
対
等
で
あ
る
と
の
考

え
方
か
ら
『
条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
』を
推
進
し
て
い
る
。し
か
し

事
前
公
表
に
は
そ
れ
な
り
の
効
果

が
あ
る
と
信
じ
、
公
表
す
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

町
も
本
年
１０
月
よ
り
合
併
ま
で
の
間

一
部
試
行
し
た
い
。
な
お
、
事
前

公
表
に
よ
り
入
札
回
数
は
１
回
と

な
る
も
の
で
あ
る
。�

�　
答
弁
　
北
村
教
務
課
長�

水
記
念
公
園（
水
資
料
館
）に
つ

い
て�

○
教
育
現
場
で
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ

ー
学
習
の
取
組
み
と
ソ
ー
ラ
ー
カ

ー
の
利
用
に
つ
い
て�

小
学
校
で
は
、
環
境
の
学
習
に

つ
い
て
は
、
社
会
科
で「
公
害
問
題
」

理
科
で
は
、
『
地
球
と
生
物
の
く

ら
し
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
環

境
保
全
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習

し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
に

つ
い
て
は
、
理
科
の
『
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
学
習
』
の
中
で
、
光
電

池
で
動
く
車
の
製
作
を
し
、
楽
し

み
な
が
ら
学
習
を
し
て
い
る
。
中

学
校
で
は
、
理
科
で
『
環
境
を
守

る
科
学
技
術
と
生
活
』『
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
利
用
』
と
い
う
テ
ー
マ

の
中
で
学
習
し
て
い
る
。�

関
西
電
力
㈱
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
は「
あ
ゆ
ま
つ
り
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
た
。

今
後
は
、
学
校
の
教
材
と
し
て
も

利
用
を
図
る
よ
う
学
校
及
び
関
係

者
と
連
携
し
て
検
討
し
た
い
。�

�
��

�

　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

○｢

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
館｣

へ

の
転
換
に
つ
い
て�

子
供
た
ち
に
環
境
を
守
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
意
義

の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
し
か
し

「
水
資
料
館
」
は「
水
の
恵
み
に
感

謝
し
、
水
に
関
す
る
知
識
や
理
解

を
広
め
る
こ
と
を
目
的
」に
設
置
さ

れ
た
施
設
で
あ
る
。
今
後
と
も
、「
庄

川
」
と「
水
」
を
テ
ー
マ
の
中
心
と

し
な
が
ら
、
併
せ
て「
環
境
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
」を
考
え
る
機
会
を
提

供
し
て
い
き
た
い
。�

�

　
答
弁
　
大
浦
産
業
建
設
課
長�

○
入
り
込
み
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

つ
い
て（
小
中
高
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
誘
客
に
つ
い
て
）�

水
記
念
公
園
で
は
、
町
外
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
出
店
や
出
向
宣
伝
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
水
資
料
館
・
美
術
館

の
下
見
用
招
待
券
な
ど
を
県
内
及

び
石
川
県
の
小
中
学
校
へ
送
付
し

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た

東
海
北
陸
自
動
車
道
開
通
に
あ
わ

せ
た
東
海
地
方
を
エ
リ
ア
に
入
れ

た
計
画
的
な
出
向
宣
伝
や
、
砺
波

市
へ
の
観
光
宣
伝
も
併
せ
て
展
開
し

少
し
で
も
多
く
の
方
に
来
園
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。�
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11 H15年／10月号�

工事期間中は通行止め等があり、町民の皆さんにはご迷惑を
おかけしておりますが、ご理解とご協力をお願いします。�

工 事 等 入 札 結 果 �

町 内 �
一 円 �

金 屋 �

青 島 �

示 野 �

金 屋 �

青 島 �

青 島 �

筏�

青 島 �

五 ケ�
外 ５�

平成１５年８月２５日から�
平成１６年２月２７日まで�

平成１５年８月２５日から�
平成１５年９月３０日まで�

平成１５年８月２８日から�
平成１５年１１月１４日まで�

平成１５年８月２８日から�
平成１５年１１月２８日まで�

平成１５年８月２８日から�
平成１５年１２月１２日まで�

平成１５年８月２８日から�
平成１５年１１月２８日まで�

平成１５年９月９日から�
平成１５年１２月２５日まで�

平成１５年９月１２日から�
平成１５年１０月１７日まで�

平成１５年９月１２日から�
平成１５年１１月１４日まで�

平成１５年９月１２日から�
平成１６年３月２５日まで�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１，８７９，５００�

２，５８３，０００�

６，８２５，０００�

１３，４４０，０００�

２５，７２５，０００�

１２，１８０，０００�

１９，１１０，０００�

２，５２０，０００�

２，５２０，０００�

２，２０５，０００�

工　　事　　等　　名� 工　　　期� 落 札 業 者 � 備 　 考 �請負金額（円）�施行箇所�番号�

道 路 台 帳 作 成 業 務 委 託 �

町道第２９８号線消雪装置設置工事�

町道第２５５号線外２路線汚水管渠�
布設工事�

町道第７０号線外２路線汚水管渠布設工事�

町 道 第 １ ３ 号 線 改 良 工 事 �

町道第２８７号線改良工事　第２工区�

二万石用水親水空間整備緑化工事�

種 田 児 童 館 周 辺 整 備 工 事 �

青島東部区画整理地内汚水管渠布設設�
計業務委託�

下水道事業変更認可設計業務委託�

（８/２１～９/２０）�

㈱中部コンサルタント�

㈱川　上　建　設�

藤　森　工　業㈱�

水　上　工　業㈱�

木　村　産　業㈱�

庄　川　興　業㈱�

水　上　工　業㈱�

宮　窪　建　設㈱�

㈱ 上 　 　 　 　 智 �

㈱中央設計技術研究所�
富山事務所�

�

小川要宅～金井進宅�

松井幸一宅～�
柴田栄告宅�

藤永茂治宅～�
森松稔宅�

馬場利行宅～�
井堰神社�

南一夫宅～�
青島保育所�

一本橋～大浦勇三宅�

中野発電所～�
青島保育所�

　二万石用水親水空間整備工事
に伴い、下記のとおり二万石用
水上部水路の断水及び減水とな
りますので、防火上の注意等格
別のご協力を賜りますようお願
い申し上げます。また、関係す
る地区におきまして御迷惑をお
掛けしますが、御理解と御協力
を賜りますよう重ねてお願い申
し上げます。�

10月   6日 午前10：00�
▼�

10月10日 午前10：00�

12月   8日 午前10：00�
▼�

12月22日 午後  2：00

断水期間�

10月10日 午前10：00�
▼�

12月  8日 午前10：00

減水期間�

断水・減水区域�

工事区間�

●●●●●●●●●●●●●●●●�二万石用水の断水及び減水について�二万石用水の断水及び減水について�



皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

～ まちの出来事 ～�

閑
乗
寺
「
夢ゆ

め

木き

香こ
う

村む
ら

」�

利
用
客
５
万
人
達
成�

空間の戯に親しむ�

「齋藤尤鶴作品展」開催�

ふるさとを懐かしむ�

「関西庄川会開催」�
　９月２８日（日）大阪梅田スカイビルイースト舘
において、第９回関西庄川会が開催され３３名の
会員の方が出席されました。中川行夫会長（金屋
出身）の開会の挨拶に続き、町長、松田総務委員
長が町の近況について報告されました。�
　会員の皆さんは、久しぶりの再会に会話がは
ずみ、また大阪市内を眺めながら、楽しいひと
ときを過ごされました。�
　会員皆様の今後益々のご活躍とご健康をお祈
りします。�
●町では、町出身の方で町外に住んでおられる
方に、ふるさとメール（広報しょうがわ）を送
付しています。�
ご希望の方は、下記までご連絡ください。�
企画調整課 　０７６３‐８２‐１９０５�

12H15年／10月号�

　９月１９日（金）から２５日（木）にわたり、福
野町文化創造センターにおいて、－空間の戯
に親しむ－「齋藤尤鶴作品展」が開催されまし
た。�
　会場には、北日本美術大賞展やとなみ野美
術展に出展された作品を中心に、創造性豊か
な木彫やデッサンなど１５５点の作品が展示さ
れたほか、第５８回県展会員大賞に選ばれた作
品「よう、おいでた」も展示され、会場に訪れ
た方々を魅了しました。�

　平成８年に林野庁の補助を受け、森林資源を総合
的に活用して個性豊かな「森林むらづくり」を推進す
るため、コテージ６棟とバーベキューハウス１棟が
整備された「夢

ゆめ

木
き

香
こう

村
むら

」の利用者が９月６日（土）で５
万人に達し、福光町の高道健一さんに記念品として
町長より５万円分のバーベキュー利用券と蘭の花鉢
が贈呈されました。�
　コテージは、テレビやビデオの設備はもちろん全
棟冷暖房や浴室が完備されているほか、バーベキュ

ーハウスでは、炭火焼きで自然のままの味を堪能す
ることができます。�
　このほか、テニスコートやキャンプ場も整備され
ていますので、ご家族や友人同士でお気軽にご利用
ください。�
　申込みは「レストランつくしんぼ」電話８２‐６３７１ま
でお問合せください。�



金婚おめでとうございます�

絵本を寄贈していただきました�

いつまでもお元気で�

13 H15年／10月号�

　９月２２日（月）、庄川ふれあいセンタ
ーにおいて、金婚を迎えられたご夫婦を
お迎えし、「庄川町金婚を祝う会」が開
催されました。�
　金婚を迎えられた１９組のご夫婦には
お祝い状と記念品が贈られ、町長、議長
よりそれぞれにお祝いのことばがありま
した。夫婦揃って健康で金婚を迎えられ
たことを皆さん本当に嬉しく微

ほほ

笑
え

んでお
られました。�
　また、式典後、東山見、種田保育所の
子供たちからの、思いがけない和菓子と
抹茶のおもてなしをほほえましく受けて
おられました。�
　アトラクションでは保育所の子供たち
の踊りと歌のあと、ボランティアあじさ
いグループの民踊があり、お祝いに華を
添えられました。�

　このたび、藤井純子さん（庄）より、町内の保育所や児童館に「こ
ぞうとすもう」の絵本を寄贈していただきました。この絵本は、藤井
さんが「おおしま手作り絵本コンクール」に応募され井口文秀賞を受
賞された作品を本にして出版されたものです。藤井さんは、今後も
子どもの頃におじいちゃんや、おばあちゃんがよく話してくれたお
話や、地域に語り継がれた民話を絵本にして、多くの子どもたちに
伝えていきたいと話しておられました。藤井さんの今後益々のご活
躍を祈っております。�

　９月１１日（木）、町社会福祉協議会では、敬老月
間に合わせて在宅の数え９０歳３２名の方のお宅へ敬
老慰問としてお祝い品をお届けしました。�
　みなさんお元気で、明るい笑顔が印象的でした。�
　これからもお身体を大切にし、元気でほがらか
にお過ごしください。�



10月15日（水）・22日（水）・29日（水）�
11月12日（水）・26日（水）、12月3日（水）�
19：30～21：00

ふれあいセンター�

教育委員会 教務課　　82‐5007

日 時�

場 所�

申込先�

14H15年／10月号�

庄川町教育委員の皆さんが�
鵡川町を訪問されました�

国  際�
No.１０３�

　８月２９日（金）、教育委員長の有澤さんを
はじめとする教育委員の皆さんが鵡川町を訪
問されました。鵡川町役場を表敬訪問された
あと、ＧⅠ馬を産出した牧場や花卉栽培農家
のハウスなどを視察し、牧場を走る馬の姿な
どから北海道の広さを感じ、感動しておられ
ました。�
　また、鵡川町教育委員との交流会では市町
村合併についての話題が中心となり、庄川町
で進められている合併協定項目など、合併に
向けての現状や教育関連事項について、お互
い意見交換会も行われました。�
　有澤教育委員長のご挨拶の中に、「合併後
も今までと変わらずに、姉妹都市の交流を深
めていきたい」の言葉どおり、意味ある交流
会になり、翌日は、有珠山噴火跡地など鵡川
町の近隣を視察・研修されました。�

むかわ�
No.８８�

鵡川庁舎前で、教育委員の皆さん�

イギリスって�
どんなとこ？①�

　ゆず香ちゃんが、ルーカスさんに「イギリス
の食べ物や飲み物について」インタービューしま
した。�
ゆず香　イギリスで好まれている食べ物について教えて
下さい。�
ルーカス　イギリスの食事は一般的に質素だと言われています。
代表的な食べ物は、サンドイッチ、フィッシュアンドチップス、
パイ、ヨークシャープディング、サンデーローストなどです。
この中でも特に気軽に食べられているのは、フィッシュアン
ドチップスです。これは、主に鱈

たら

を油で揚げたもの（フィッシ
ュ）と細く長く切ったジャガイモを油で揚げたもの（チップス）
を新聞紙でくるんだもので、独特な風味がありとても人気が
あります。イギリスへ来られる機会がありましたら是非試食
してみて下さい。�
ゆず香　果物についてはどうでしょうか？�
ルーカス　りんご、バナナ、もも、ぶどう、オレンジなど日本と変わり
ません。ただ梨の形はちょっと違っていて、イギリスのものは
涙のように細長い形をしており、大きさも日本の梨より小さ
いです。�
ゆず香　飲み物について聞かせて下さい。�
ルーカス　イギリス人の紅茶好きは有名です。特にアールグレ
イ（Earl Grey）が好まれています。ビールは3種類あります。「ラ
ガー」は日本のビールと同じで、「エール」は色や苦味があり、
アルコールの含有量はラガーより強いです。他にサイダー（り
んご酒）は透明でややすっぱく食前や食後に飲まれます。私は、
日本のビールの方が大好きです。�
ゆず香　日本とイギリスの料理を比べて、どちらが好きですか？�
ルーカス　イギリス日本にそれぞれ11年間暮らしていましたが、
私は日本の料理の方が好きです。�

　外国語指導助手のルーカス先生の指導による生き
た『英語』に直接触れ、耳・口・目そして身振り・
手振りで英語を身につけよう。�
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● 一般相談 毎週水曜日 ● 障害者相談 10/1（水）・11/5（水）�
● 健康相談 10/3（金） ● 介護相談 10/8（水）�
● 人権相談 10/15（水） ● 行政相談 10/15（水）�
● 法律相談 10/24（金）�

中国語講座　10/5（日）・15（水）・25（土）・11/5（水）�

10/26（日）　午前9時～午後2時�
Ｂｉｇ得だぁ～い庄川なんでも市�

場　所　水記念公園�
問合先　庄川なんでも市実行委員会（庄川町商工会内）�
　　　　TEL 82－1155　　FAX 82－5341

10/4（土）～19（日）�
2003となみ夢の平 コスモスウォッチング�

場　所　となみ夢の平スキー場、散居村展望台�
問合先　となみ夢の平コスモスウォッチング実行委員会�
　　　　夢の平コスモス荘 TEL 37－2323�
　　　　砺波市商工観光課 TEL 33－1111（内線152）�

11/6（木）～9（日）　午前10時～午後5時（9日（日）は午後4時まで）�
第22回 庄川木工まつり�

場　所　水記念公園�
問合先　庄川木工まつり実行委員会　TEL 82－1904

10/11（土）～12（日）　午前10時～午後4時�
庄川流域特産市�

場 所 水記念公園　問合先 産業建設課 TEL82－1904

（要予約 　82-3520　社会福祉協議会まで）�

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

H15.7月生�

希 望 者 �

H14.7～H15.2月生�

H15.3～H15.6月生�

H14.1～H14.6月生�

全 地 区 �

�

全 地 区 �

10月5日　11月10日�

〈一般診療〉�
10月12日（日） くぼクリニック （福野） 　22‐7799�
10月13日（月） 佐　伯　医　院 （福光） 　52‐0689�
10月19日（日） 柴　田　医　院 （福野） 　22‐2011�
10月26日（日） 鷹西内科医院 （井波） 　82‐3231�
11月  2日（日） 富　田　医　院 （福光） 　52‐0392�
11月  3日（月） 中田ヨシオ内科医院 （福光） 　52‐3200�
11月  9日（日） 井波中央クリニック （井波） 　82‐0075�

〈歯科診療〉�
10月12日（日） 棚田歯科医院 （福光） 　52‐0296�

10月13日（月） ふかだ歯科医院 （福岡） 　64‐8002�
10月19日（日） 得能歯科医院 （福光） 　52‐5700�
10月26日（日） 新谷歯科医院 （福光） 　52‐4200�
11月  2日（日） 桜木歯科医院 （砺波） 　32‐4188�
11月  3日（月） 菅野歯科医院 （砺波） 　32‐2151�
11月  9日（日） 芳尾歯科医院 （砺波） 　32‐2834

��

�

��

��

�

�

��

��

��

��

10月28日�

毎週金曜日�

10月20日�

10月31日�

�

�

10月12日�

10月15日�

10月12日�

10月15日�

（0766）�

公民館掲示板�
◆東山見公民館・青島公民館�
◎公民館講座　いろんな種類の音楽鑑賞�
講　師　常楽知明 氏�
と　き　１０月２３日（木）午後７時３０分～午後９時�
ところ　ふれあいセンター�
◆東山見公民館�
◎秋の歩こう会�
と　き　１０月１２日（日）午前９時～午前１１時�
ところ　エントランス庄川集合�
◆青島公民館�
◎親子の集い�
と　き　１０月２６日（日）午後１時３０分～�
ところ　ふれあいセンター�
◆雄神公民館�
◎公民館講座　現地学習  秋の白山スーパー林道を行く�
と　き　１０月１９日（日）午前７時～午後４時�
ところ　雄神集会センター前集合�
◆中央公民館�
◎文化講演会�
講　師　作家・詩人　青木新門 氏�
と　き　１１月３日（月）午後２時～午後４時�
ところ　ふれあいセンター�

3か月児健康診査�

健 康 相 談 �

ポ リ オ�
（下半期）�

麻 し ん�

基本健康診査�

胃・大 腸 �
がん検 診 �

子宮・乳房�
がん検 診 �

予
防
接
種� 10月14日��

24日��
10月6日��

17日��
AM9：00～12：00�
PM4：00～5：00

砺波厚生センター�

保健センター�

保健センター�
�

平川医院�

平川医院�

�

保健センター�

PM1：00～1：30�

AM9：30～12：00�

PM1：00～2：00�

PM1：00～1：30�

�

�

AM8：00～9：00�

AM8：30～9：30�

PM1：00～2：00�

PM1：00～2：00

AM9：00～12：00�
PM4：00～5：45

日�

日�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

火�

水�

木�

金�

土�

月�

月�

日�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

火�

水�

木�

金�

土�

月�

月�

（火）�

（火）～�

（月）～�

（金）�

（金）�

（金）�

（日）�

（水）�

（日）�

（水）�

（月）�

第12回町民スポーツ・レクリエーション祭�
8：30～　町民運動場　（雨天時）町民体育センター�

第8回庄川流域特産市（～12日）　水記念公園�

種田地区防災訓練　8：00～11：30　種田農村公園�
第33回町民テニス大会　10：00～　閑乗寺テニスコート�
ガールスカウト富山県大会　10：30～　町民体育センター他�

第8回町長杯ペタンク大会　8：15～　町民運動場�
第11回会員親善パットゴルフ大会　13：30～　庄川パットゴルフ場�

県中学校教育課程研究会�

月曜日課　小学校�

学習発表会　小学校�
第7回秋季町民野球大会　8：00～　町民運動場・弁財天野球場�

振替休業　小学校�

振替休業　小学校�

就学時健診　小学校�

学習発表会予行　中学校�

学習発表会　中学校�
普通救命講習　9：00～12：00　井波庄川消防署�
第21回庄川町芸能まつり　12：00～　ふれあいセンター�

振替休業（～28日）　中学校�

集合税第5期納期限�

町自治功労表彰式、文化講演会　13：30～　ふれあいセンター�

合唱コンクール　中学校�

農村環境改善センター　13：30～15：30

農村環境改善センター　19：30～�

15 H15年／10月号�

■健康診査・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

子宮がん（施設）検診について�
　保健センターで１０月２７日～３１日の間、個人負担金と引き換えに
受診券を発行します。（頚部２，０００円　頚体部３，０００円）受診券を持
参の上、県内婦人科で受診してください。�

南部医院が8月末をもって閉院されました。�
南部先生には、長い間地域医療に貢献していただきありがとうございました。�



元気っ子庄川っ子元気っ子庄川っ子

ヤクルトスワローズ野球教室開催�ヤクルトスワローズ野球教室開催�

教育委員会 体育課　　８２‐５００７�

　昭和５９年以降の各種スポーツ大会の�
歴史、記録等が詳しく載っています。�

発　行　１１月上旬予定�

価　格　１冊２，０００円�

申込先　教育委員会 体育課　　８２‐５００７�

１０月２６日（日）午前10時～12時�

町民運動場（雨天時：町民体育センター）�

16H15年／10月号�

スポーツ�スポーツ�結 果 �

総合型地域スポーツクラブ情報  Vol.７�
スポーツ教室への参加率�
　今月はスポーツ教室への参加率について取りあげます。
毎年、各家庭に生涯学習プログラム「水きらら　輝く郷に」
を配布しておりますが、この冊子の中で、スポーツ教室の
案内を掲載しております。平成１３年度は９教室、１４年度
は１１教室、本年度は１８教室と年々増加しております。し
かし、参加者はグラフ１が示すように少ないというのが現
状です。庄川町では、民間スポーツクラブがないために、
多くのスポーツ教室を提供できないことが参加者の伸びな
い要因の一つと思われます。�
　次に、「今後町主催のスポーツ教室に参加したいですか」
という問に対して、「参加したい」が１４．５％であるのに対し
「参加したくない」が３０．９％と２倍以上となっています。開
催時期、時間、内容、指導者などいろいろな要因が考えら
れますが、今後とも町民の皆さまのニーズに応じられるよ
うな教室の開催を目指していきたいと考えています。�

第８回県知事杯争奪県ペタンク大会�
と　き　８月１９日（火）～２０日（水）�
ところ　庄川小学校グラウンド�
参加チーム　５９チーム�
　２位　庄川２０区Ａ（島田外吉・川辺俊雄・北田市雄）�
　３位　庄川２０区Ｂ（寺井久誠・齋藤　實・高川　豊）�

第２９回町内対抗ソフトボール大会�
と　き　８月１９日（火）～２９日（金）�
ところ　町民運動場�
参加チーム　１５チーム�
　１位　３５区　　２位　３１区�

第１０回県ぶどう祭りペタンク大会�
と　き　８月３０日（土）�
ところ　婦中町立音川中学校グラウンド�
参加チーム　１８４チーム�
　３位　マルセイユ庄川Ａ（有澤哲郎・石黒一憲）�

第１回県インストラクターペタンク大会�
と　き　９月１２日（金）�
ところ　県総合運動公園屋内グラウンド�
参加チーム　６０チーム�
　２位　庄川中屋敷（齊藤孝平・新屋榮太郎・大浦勇三）�

第６回町民パットゴルフ大会�
と　き　９月１４日（日）�
ところ　庄川パットゴルフ場�
一般の部（参加者３４人）�
　１位　高桑精信　　２位　吉江忠了　　３位　山本　勇�
シニア、レディースの部（参加者１３人）�
　１位　西元友一　　２位　村井武一　　３位　沖田他喜子�

第１５回福岡町つくりもん杯争奪バレーボール大会�
と　き　９月２３日（火）�
ところ　福岡町Ｕホール体育館�
参加チーム　１４チーム�
　１位　庄川町バレーボールスポーツ少年団女子�

第２回チーム対抗パットゴルフ大会�
と　き　９月２８日（日）�
ところ　庄川パットゴルフ場�
団体戦（参加チーム１１チーム）�
　１位　「一本橋クラブ」チーム�
　　　　（斉藤国良・高宮計輔・大浦正治）�
　２位　「チームほたる」チーム�
　　　　（福本和彦・大浦信雄・中川恵一）�
　３位　「㈱庄川ホンダ」チーム�
　　　　（吉藤利夫・天野長次・太田国夫）�
個人戦（参加者３３人）�
　１位　斉藤国良　　２位　大浦正治　　３位　高桑精信�
＊団体戦の景品として「越中庄川荘」より食事券、「やまぶき
荘」より参加者全員に割引入浴券の提供をいただきました。�

【グラフ１】この１年間でスポーツ教室に参加しましたか。�

【グラフ２】町主催のスポーツ教室に参加したいですか。�

１　町のスポーツ教室�

２　他の市町村のスポーツ教室�

３　民間のスポーツ教室�

４　参加しなかった�

１　参加したい�

２　参加したくない�

３　どちらともいえない�

％�

％�

女性�

男性�

女性�

男性�

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60

日 時�

場 所�

庄川町体育協会�
設立５０周年記念誌�
予約受付中！�

１軍選手が庄川町にやってくる！�



17 H15年／10月号�

小学校�

中学校�中学校�

4歳児フッ素洗口「じょうぶな歯になあれ」�4歳児フッ素洗口「じょうぶな歯になあれ」�

出来上がりが楽しみです�出来上がりが楽しみです�

熱いハートでつかめ大きな感動�熱いハートでつかめ大きな感動�

　２学期に入って、５年
生の子どもたちは「木工絵
皿教室」に参加しました。
町の伝統工芸品である「庄
川挽物木地」は、生活に潤
いと豊かさをもたらして
います。その歴史や特徴
にふれ、木皿に絵付けを

してみました。�
　まず、子どもたちは自分で考えた下絵を鉛筆で
木皿に書き込んでいきます。中には、進めていく
うちに線を付け足したり、背景を書き加えたりな

どして表現したい思いが
どんどんふくらんでいく
様子も見られました。�
　そして、いよいよ絵付け。色がにじまないよう
に塗る順序を考えながら進める子、はみ出さない
よう慎重に筆を運ぶ子など、真剣そのものでした。�
　ドラえもんなど好きなキャラクターをアレンジ
したもの、ゆず、あゆなど庄川をモチーフとした
ものなど、工夫を凝らして制作した自分だけの絵
皿という思いが強いようです。この後、ウレタン
塗装してもらったらどんな風になるか、その出来
上がりを心待ちにしています。�

�

紅白団長による選手宣誓�

　９月７日（日）さわやかな
秋晴れのもと今年度の体育
大会が行われました。今年

のテーマ「みんなの熱いハートでつかめ！！『大きな
感動を』」は、生徒が何度も話し合いを重ね決定
したものです。生徒会長を先頭に、生徒一人一人
が胸を張って入場する姿からは、心を一つにして
体育大会をやり遂げようとする情熱が感じられま
した。�
　また、町長さんを始め、多くの来賓の方々と保

護者の皆さんから最後まで
声援を受け、生徒は思う存分
自分の力を出し切っていま
した。さらに、例年行われて
いるＰＴＡ参加による綱引
きも大いに盛り上がり、生徒の活躍を応援しました。�
　結果は、白組の３年連続の総合優勝でしたが、
体育大会終了後の生徒集会では、さまざまな係の
生徒が皆の協力に感謝の言葉を述べるとともに、
互いの健闘をたたえ合い、感動を高め合いました。�

　保育所４歳児の子ども達が
９月から虫歯予防対策としてフ

ッ素洗口をはじめました。
歯磨きだけではなかなか
落ちにくい歯

し

垢
こう

を、フッ
素洗口により取り除き丈
夫な歯をつくることが目
的です。�
　９月９日と１２日の２

日間、歯科衛生士から「洗口液を口の中で、３０秒
舌でまわすようにうがいをしましょう」と指導を
受け、毎週火曜日と金曜日の２回フッ素洗口うが

いを行っています。�
　最初のうちは、上手にできなかった子ども達も
数回うがいを繰り返していくうちに、子ども達か
ら「うがいがじょうずになったよ」との声が聞か
れるようになりました。�
保育所では、子ども達
が丈夫な歯で健康的に
成長していくよう、こ
れからもフッ素洗口を
行い、虫歯予防をして
いきたいと思います。�



独立行政法人 国立国語研究所　第17回「ことば」フォーラム�

方言の科学「ことばのくにざかい 富山」開催�

　日本語には各地の方言があります。特に、富山は方言の種類が多く、
県内での方言の地域差の大きいことでも知られています。日頃親しまれ
ている富山弁のほか、各種方言について、全国的な視野や科学的な方法
で研究が進められてきた成果について発表されます。�
　なお、当日の司会は北日本放送アナウンス部長 相本芳彦氏の予定です。�
日　時　１１月３日（月） 午後２時～午後４時３０分�
場　所　富山国際会議場（城祉公園向かい）�
内　容　第１部　講演�
　　　　「方言の東西境界と富山」大西　拓一郎氏（国立国語研究所・主任研究員）�
　　　　「富山方言の地域差」中井　精一氏（富山大学・助教授）�
　　　　「社会構造と方言、その変遷」真田　信治氏（大阪大学大学院・教授）�
　　　　第２部　パネルディスカッション�
申込・問合先　〒９３０‐００８５ 富山市丸の内１丁目４番５０号�
　　　　　　　富山市立図書館　「第１７回ことばフォーラム係」�
　　　　　　　　・FAX　　０７６‐４３２‐７２７２�
　　　　　　　Ｅメール　lib-02＠library.toyama.toyama.jp

● フレッシュテニス教室�

　フレッシュテニスは、どなたでもお気軽に参加できるスポーツで
す。みなさん参加してみませんか。�
日　時　１０月２５日、１１月１日、８日、１５日、２２日（毎週土曜日）
　　　　（全５回）１９：３０～２１：３０�
会　場　庄川勤労者体育センター�
内　容　ゲーム�
対　象　中学生～一般　２０名�

指導者　フレッシュテニス同好会員�
受講料　無料�
問合先�
　教育委員会 体育課 　８２‐５００７�

　このたび、「広報しょうがわ縮刷版」の価格を下げて販売すること
になりました。�
　砺波市・庄川町の合併を間近に控え、今一度庄川町誕生から今日
に至る歴史を振り返ってみてはいかがでしょうか。�
広報しょうがわ縮刷版�
 Ｓ２７．７～Ｓ５０．２ 「第１巻」　　�
 Ｓ５０．３～Ｈ７．１２ 「第２～３巻」�

販売価格�
 「１巻～３巻」セット ２１，０００円→ １０，０００円�
 「１巻」 ６，０００円→ ３，０００円�
　※なお、在庫に限りがございますのでお早めにお問合せください。�
問合先　企画調整課 　８２‐１９０５�

人 材 登 録 制 度 �

あなたの力をお貸しください！！�
保育士・看護師・ヘルパー�

介護支援専門員等�

　保育士・看護師・保健師・ホー
ムヘルパーや介護支援専門員等の
資格をお持ちで、しばらく現場を
離れておられる方、せっかく身に
付けられた資格を生かしてみませ
んか？�
　町では、活動可能な時間・曜日
等を登録していただき、無理のな
い範囲で保健福祉活動をしていた
だける方を募集しています。�
申込要件　ホームヘルパー資格（１
級又は２級）、介護支援専門員
看護師、保健師、保育士等の有
資格者�
申込期限　１１月２８日（金）�
申込方法　申請書・資格証明書
写・履歴書（市販のもの）を住
民課へ提出ください。�
問合先　住民課 　８２‐１９０２�

ひとり親家庭等医療費助成
受給者証が更新されました�

　１０月１日より、ひとり親家庭
等医療費助成受給者証が更新され
ましたので、対象者の方は医療機
関で受診の際、新規の受給者証を
提示してください。まだ更新の手
続きがお済でない方は申請をして
下さい。�
＜対象者＞�
・父母が婚姻を解消した児童を扶
養している家庭�
・父または母が死亡した児童を扶
養している家庭�
・婚姻によらないで懐胎した児童
を扶養している家庭�
※児童とは、１８歳に達する日以後
の最初の３月３１日までの間に
ある者をいいます。�
問合先�
　住民課 保険衛生係�
　　８２‐１９０２（内線１２８・１２９）�
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スポーツ教室参加者募集�

「広報しょうがわ縮刷版」販売のお知らせ�



11月28日（金） 午後７時30分/庄川ふれあいセンターホール�
【前売】２，５００円　【当日】３，０００円�

出演者　三遊亭好楽　　　　　（日本テレビ 笑点メンバー）�
　　　　三遊亭良楽　　　　　（富山県出身）�
　　　　三遊亭王楽　　　　　（三遊亭好楽の長男）�
　　　　ニューマリオネット　（操り人形）�
チケット販売所�
高岡文化ホール、クロスランドおやべ、砺波市文化会館�
まちかどギャラリー蔵、水記念公園特産館、ふれあいセンター ほか�

10月11日（土）・12日（日） 午前10時～午後４時/水記念公園�
内　容　庄川流域の１１市町村の特産品を展示即売。�
　　　　木工ミニろくろ体験教室、んまいもんコーナーなど楽しい
　　　　イベントが盛りだくさん。�
　　　　＊期間中は、特産館・ウッドプラザにおいて、庄川挽物に
　　　　　限り１割引で販売します。�
問合先　産業建設課 　８2‐１９０４�

10月11日（土） 午前９時～12時/砺波市体育館�
内　容　●基調講演�
　　　　　演題「居住の場としての砺波散村と分散型都市環境」�
　　　　　講師　金田　章裕氏（京都大学副学長）�
　　　　●パネルディスカッション�
　　　　　コーディネーター　宮口　　廸氏　�
　　　　　パネリスト　　　　浮田　典良氏　ほか�
問合先　砺波市企画調整室　　　　　 　３３‐１１１１（代表）�
　　　　砺波市立砺波散村地域研究所 　３２‐２３３９�

笑点メンバー　三遊亭好楽　がやってくる�

普通救命講習を受講しませんか？�

ふれあいセンター「ふれあい友の会」主催「北陸の人間国宝展」鑑賞会参加者募集�

　普通救命講習とは、救急隊が来
るまでの間、心肺蘇生や止血など
の応急手当ができるようになるこ
とを目的とした講習です。これは
もしもの時、救急車が到着するま
での数分間に適切な処置を行うこ
とで、かけがえのない命を救うこ
とができます。この機会にぜひ普
通救命講習を受講してみません
か？�
日　時　１０月２６日（日）�
　　　　午前９時～１１時�
場　所　井波庄川消防署�
受　付　前日までに電話かFAXに
て井波庄川消防署にお申込みく
ださい。�
その他　当日は動きやすい服装で
お願いします。なお、講習終了
後に普通救命講習修了証を発行
します。�
連絡先　井波庄川消防署�
　　　　　８２‐０１１９  FAX８２‐６６０４�

国民健康保険証の更新のお知らせ�

　国民健康保険加入者の皆さんに
は健康保険証を９月下旬に直接世
帯主の方へ郵送いたしました。�
　有効期限の切れた保険証（緑色
の枠）については、各世帯で破棄
していただくか、役場窓口へ提出
をお願いします。また、医療機関
等で診療を受けられる際は、必ず
新規の保険証（オレンジ色の枠）
を提示してください。�
　なお、特別な事情がなく、国民
健康保険税を滞納されている世帯
については、資格証明書（医療個
人負担１０割になります）を交付す
ることがあります。�
　国民健康保険は、皆さんの保険
税で運営されていますので国民健
康保険税は必ず納入してください。�
問合先�
　住民課 保険衛生係�
　　８２‐１９０２（内線１２８・１２９）�

実施期日　平成１６年１月３１日（土）�
参加料金　５，０００円（貸切バス運賃・昼食代金・入館料　ほか）�
募集人数　先着４０名�
当日行程　午前９時　ふれあいセンター発�
　　　　　　午前　　石川県立美術館特別企画展「北陸の人間国宝展」�
　　　　　　午後　　金沢市東茶町街道散策、近江町市場散策�
　　　　　午後６時　ふれあいセンター着�
参加申込先　ふれあいセンター窓口まで、現金を添えてお申込みください。�

入場料�
無料�
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富山県文化施設ネットワーク公演�

「伝統的お笑い芸人」寄席 チケット絶賛販売中！！�

第８回 庄川流域特産市の開催について�

第6回 全国散居村サミットｉｎ砺波の開催について�



となみ野の空に花がさく！�
スカイフェスとなみ2003 バルーン大会�

となみ野の空に花がさく！�
スカイフェスとなみ2003 バルーン大会�

　熱気球による各種競技が行われ、数々のバルーンが�
となみ野の空を鮮やかに彩ります。�

と　き　１０月１１日（土）～１３日（祝）　午前７時～11時頃�

場　所　中村多目的運動広場�

クラブスカイフェス　熱気球による科学の青空教室�
１１日（土） 午前８時～９時　参加自由（小学生以上対象）�

体験試乗　１１日（土）･１２日（日） 午前７時３０分～９時�

夜間体験試乗　１２日（日） 午後６時～（参加費１００円）�
※天候、風の関係で中止になる場合があります。�

問合先�
　スカイフェスとなみ２００３ バルーン大会実行委員会�
　　３３‐５５４４�

平成15年度�

防火管理者資格取得講習会�

申請期間�
　９月１６日（火）～１０月１０日（金）�
開催日　１０月２１日（火）、２２日（水）�
時　間　受付　午前８時２０分～�
　　　　講習　午前９時～�
開催場所�
　砺波広域圏消防本部 ２階講堂�
問合先�
　井波庄川消防署 　８２‐０１１９�

朝鮮半島・台湾出身の旧軍人・軍属であった方とその遺族の皆様へ� ご存じですか？アイバンク�

　県アイバンク事務局では、角膜
疾患により光を失った方が再び光
を取り戻すために眼球提供者の募
集並びに登録を行っています。�
　現在、登録者数は県で約１８，２００
人ですが、年間の献眼者数は約十
数名です。献眼は、提供年令制限
もありません。本人の意思表示が
明確でなくても御家族のお申し出
により献眼できます。�
　また、献体登録をされている方
も献眼できます。�
問合先�
　財団法人富山県アイバンク事務局�
　富山市杉谷２６３０番地�
　富山医科薬科大学眼科内�
　　（０７６）４３４‐５７１０�
　FAX（０７６）４３６‐０１４６�
　URL�
　http://www.toyama-eyebank.com�
　E-mail�
　info＠toyama-eyebank.com

第21回庄川町芸能まつり�

　日々練習に励む庄川町芸能団体
加盟１３団体の成果をご覧ください。�
日　時�
　１０月２６日（日）　１２時３０分開演�
会　場　ふれあいセンターホール�

ご存知ですか？弔慰金等が支給されています。�

　現在、先の大戦において旧日本軍の軍人・軍属等として戦死された方
の遺族や重度戦傷病者の方々に弔慰の意を表すため弔慰金等が支給され
ています。�
　ご遺族には弔慰金２６０万円、重度戦傷病者の方には見舞金４００万円�
弔慰金につきましては、平成１６年（２００４年）３月３１日が請求期限とされ
ています。請求期間内に請求されない方には弔慰金等支給されませんの
で、十分注意してください。�
　富山県では、随時ご相談に応じています。お心当たりの方や、情報を
お持ちの方は、下記までお知らせください。�
問合先　富山県厚生部厚生企画課恩給援護係　　０７６‐４４４‐３１９９�
　　　　総務省弔慰金等支給業務室　　　　　　０３‐３５３９‐７８３０�

悪質な「点検商法」にご注意を�

　最近、上下水道の清掃点検と称
して各家庭を訪問し、必要のない
排水管の清掃や浄水器の販売など
を高額で行う悪質な「点検商法」
によるトラブルが増えています。
次のことを守って注意してくださ
い。�
●身分を明かさない業者の「点検
のお試し」などの誘いにはのら
ない。�
●無料点検を受けたからといって
必ず契約をする必要はありませ
ん。必要なければ、はっきり断
りましょう。�
おかしいと思ったらすぐに町 産
業建設課（　８２‐１９０４）または消費
者センター（　０７６‐４３２‐９２３３）に
相談してください。�
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蔵�ま
ち

かど
ギャラリ
ー 石彫作品と木彫作品の�

ジョイント�

庄川美術館�

民芸館�民芸館�

庄川町水資料館�庄川町水資料館�

　日本有数の貯木場への木材輸送の�
過去と今を展示�
会　期　～１１月３０日（日）�
主　催　庄川町教育委員会

会　期　～１０月２０日（月）�
主　催　石と木その美の表現実行委員会�

作品解説会・公開制作�
日　時　１０月１３日（月）�
会　場　ギャラリー蔵駐車場�

高齢化社会、あなたは安心して働けますか？�

�

庄川町都市計画区域マスタープランの公聴会の開催�

　マスタープランの案に対し皆さんの意見を公述頂く公聴会を開催いた
します。�
　公述希望の方は、所定の手続きによりお申込みください。�
日　　時　１１月２７日（木） 午後６時３０分～�
場　　所　富山県西部体育センター　大研修室�
縦覧期間　１１月６日（木）～２７日（木）（閉庁日を除く）�
縦覧場所　富山県土木部都市計画課及び庄川町産業建設課�
問 合 先　富山県土木部都市計画課 　０７６‐４４４‐３３４６�
　　　　　庄川町産業建設課 　８２‐１９０４�
　　　　　ＵＲＬ　http://www.pref.toyama.jp/sections/1506/1506.htm�
　　　　　　　　（案及び申し込み方法等を掲載しています。）�

第40回 庄川町美術展覧会作品募集�

出品規定　①町内在住者及び町内在勤者�
　　　　　②町内の美術愛好グループで制作した作品�
部　　門　①絵画　②彫刻　③工芸　④書　⑤写真　⑥手芸�
出品規格　①絵画・書／額装・軸装または枠張で幅１．５m以内�
　　　　　②彫刻・工芸・手芸／制限無�
　　　　　③写真／四つ切以上で、額装か同一パネル張り�
申込・問合先　教育委員会 教務課内　第４０回庄川町美術展覧会実行委員
　　　　　　　会事務局まで　　８２‐５００７�

　近年の住宅火災のほとんどがコンロやガス等の消し忘れによるものです。�
　町では、火災をいち早く発見して消火する自動消火器を設置された方
を対象に補助金を交付しています。�
１．補助金交付申請書を総務課に提出してください。�
（申請用紙は総務課にあります。消防署員が現地確認しガス事業
者に案内します。）�

２．工事完了後、補助金交付請求書に領収書を添付し総務課に提出し
てください。�
（補助金交付請求書は総務課にあります。）�

※補助金は設置額の１／２で、１５，０００円を限度とする。（千円未満切捨）�

問合先　総務課 　８２‐１９０１�

　皆様からのご厚志に対し、深く感
謝申し上げ、有効に活用させていた
だきます。�
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善 意 の 窓 �
■福祉資金として�

▽庄川町金屋 上野亮平さん�
（亡母の供養に３０万円）�

▽庄川町三谷 田中和博さん�
（亡母の供養に１０万円）�

▽庄川町金屋 金田悦男さん�
（亡母の供養に１０万円）�

▽庄川町筏 飯田良榮さん�
（亡母の供養に３０万円）�

▽庄川町青島 小西幸三さん�
（亡母の供養に２０万円）�

▽庄川町金屋 金田悦男さん�
（介護用ベッド1台）�

県西部洋画作家展�

洋画のきらめき２００３年�
～１１/９（日）�

看板・楽器展�

企画展�

流木に命をかけた男の群像�

会　期　～11月30日（日）�
主　催　庄川町教育委員会�

　県内外で優れた作品を発表し、今後
ますますの活躍が期待される県西部在
住洋画作家７４名の個性あふれる洋画
の新作・近作を一堂に展示します。�

開館：午前９時～
午後５時／火曜日・
祝祭日の翌日休館�

開館：午前１０時～午後５時�
火曜日休館�

開館：午前９時～午後５時／火曜日休館�

開館：午前１０時～午後６時�
火曜日・祝祭日の翌日休館�

�感知器�

�自動消火器�

�遠隔開閉器�

�ガス漏れ警報器�

マイコンメータを利用した火災防止原理�

　マイコンメータに、防水型の定温式
スポット型感知器を取付け、併せて全
自動消化器を設置する。�

消火の原理�
（熱を感知して金属が溶け消化液が出る）�



ひ飄ょ
う
ひ飄ょ
うと
老
い
ゆ
く
ば
か
り
吾
亦
紅�

な
や
み
事
伏
せ
一
面
の
秋
ざ
く
ら�

別
れ
蚊
寄
せ
ま
じ
き
か
な
夜
半
嵐�

露
の
玉
芋
葉
を
か
ざ
る
朝
陽
か
な�

緑
色
山
影
涼
し
舟
戸
ダ
ム�

十
三
夜
火
星
近
づ
く
刻と

き

を
待
つ�

葛
咲
く
や
思
ひ
の
は
し
の
母
の
影�

流
れ
く
る
胡こ

き
弓ゅ

う
の
音
絶
え
秋
立
ち
ぬ�

友
と
見
る
ダ
ム
の
蒼あ

お

さ
や
秋
の
風�

葉
鶏
頭
我
よ
り
高
く
紅
映
え
る�

薮や
ぶ

欄ら
ん

の
淡あ

わ

き
紫
の
び
て
見
ゆ�

友
禅
の
絵え

柄が
ら

を
流
す
秋
の
川�

東
屋
の
木
の
香
匂
ふ
新し

ん松ち
ぢ子り�

蟋こ
お

蟀ろ
ぎ

の
鳴
く
や
火
星
の
輝
き
ぬ�

格
子
戸
に
紫
陽
花
の
毬
映
ゆ
る
か
な�

秋
潮
や
鱗
は
り
つ
く
漁
夫
の
鼻�

月
の
輪
に
抱
か
る
る
如
く
火
星
出
づ�

衣き
ぬ
か被つ
ぎ
柚ゆ

味
噌
胡
麻
味
噌
南な

ん

蛮ば

味
噌�

楠
の
香
の
漂
ふ
町
や
秋
燕�

木
佛
の
き
り
り
と
立
つ
や
初
嵐�

水
引
の
一
筋
明あ

か
き
山
の
牧�

川
底
の
細
き
光
り
や
子
持
鮎�

波
音
は
い
つ
も
生あ

れ
た
て
風か

ざ
ま祭つ
り�

肩
に
触
れ
人
は
や
さ
し
き
手
を
も
て
り
ひ

と
り
の
心
も
ろ
く
な
り
つ
ゝ�

東
雲
の
色
変
は
る
雲
の
間
よ
り
静
か
に
昇

る
ご
来
光
拝
む�

此
の
世
で
の
奉
仕
終
へ
し
か
姉
上
は
苦
労

の
人
生
傷
ま
し
く
偲
ぶ�

カ
ッ
ト
し
て
軽
や
か
な
り
し
襟
足
を
自
転

車
の
風
に
く
す
ぐ
ら
れ
ゐ
る�

特
攻
と
突
撃
さ
れ
し
従あ

兄に
う

上え

の
化
身
と
な

り
し「
知
覧
」の
ホ
タ
ル�

地
球
よ
り
赤
く
ま
た
た
く
火
星
見
ぬ
五
万

七
千
年
振
り
と
文
字
に
た
じ
ろ
ぐ�

あ
の
山
の
あ
の
谷
あ
た
り
栗
の
実
が
多
く

あ
り
し
と
思
ひ
眺
め
し�

雨
樋
に
細
長
き
草
根
を
張
り
て
風
の
ま
に

ま
に
揺
れ
て
お
愛
想�

模
擬
店
の
子
等
の
呼
び
掛
け
に
求
め
来
て

風
の
通
り
に
風
鈴
吊
す�

生
き
残
る
わ
づ
か
の
戦と

友も

と
相
寄
り
て
軍

隊
用
語
で
一
夜
明
け
た
り�

秋
色
は
オ
レ
ン
ジ
と
き
め
て
ス
カ
ー
フ
を

ネ
ッ
ク
に
遊
ば
せ
わ
た
し
は
セ
ブ
ン
テ
ィ�

い
つ
も
い
つ
も
包
み
か
ね
た
る
老
い
の
愚

痴
唐
草
模
様
の
風
呂
敷
は
無
く�

冷
夏
に
て
黄
金
色
の
収
穫
期
北
の
國
々
皆

無
に
等
し�

秋
祭
り
春
に
結
婚
せ
し
我
が
息
子
笛
や
太

鼓
と
お
獅
子
舞
ひ
込
む�

無
事
の
日
の
続
き
し

あ証か
し
壁
掛
け
し
防
災
リ

ュ
ッ
ク
は
埃
を
か
む
る�

〆
切
の
今
日
に
迫
り
て
落
ち
着
か
ぬ
三
十

一
文
字
に
や
を
ら
悩
み
つ�

上
昇
気
流
に
乗
り
尾
で
梶
と
り
中
空
で
静

止
せ
る
鳶
何
を
狙
へ
る�

短 歌�俳 句�

松
井
　
寒
灯�

斉
藤
　
尤
鶴�

石
山
　
　
欣�

谷
口
　
六
友�

山
岡
　
為
義�

畑
　
　
郁
子�

上
野
　
恵
子�

坂
戸
　
た
つ�

池
田
寿
美
子�

滝
　
　
の
り�

山
下
　
他
美�

池
田
　
雅
泉�

有
沢
美
智
子�

飯
田
小
枝
子�

小
川
　
ふ
み�

沖
田
　
泰
子�

押
見
南
美
子�

瀧
　
　
昌
子�

冨
樫
ア
ヤ
子�

野
村
　
邦
子

森
松
さ
ち
子�

吉
田
百
合
子�

久
保
美
智
子�

�

朝
倉
　
捨
子�

�

太
田
ユ
キ
ヱ�

�

川
上
　
光
弘�

�

川
上
　
喜
久�

�

木
村
　
和
子�

�

斉
藤
キ
ミ
子�

�

志
部
谷
良
一�

�
島
田
　
敏
子�

�

清
水
　
昭
子�

�

長
谷
　
良
作�

�

藤
本
久
美
子�

�

松
原
　
樹
雄�

�

森
松
　
邦
子�
�

山
崎
　
則
子�

�

山
本
　
知
子�

�

吉
田
　
数
子�

�

野
村
　
玉
枝�

◆開館時間 火～木曜日 9：30～18：00�
 金　曜　日 9：30～20：00�
 土・日・祝日 9：30～17：00�
◆休 館 日 月 曜 日　6日、13日、20日、27日�
　　　　　　　　　　　11月3日�
 振替休館　14日、11月4日�

■新着図書�

 小　説 ハリガネムシ（芥川賞受賞作） 吉村　万壱�

  殺人の門 東野　圭吾�

  ナナイロノコイ 江国　香織�

  クラッシュ 馳　　星周�

  きみの知らないところで世界は動く 片山　恭一�

  煤煙 北方　謙三�

  蒼い瞳とニュアージュ 松岡　圭佑�

 エッセイ まあ、そこへお坐り 山藤　章二�

 一般書 墜落まで34分 ジェレ・ロングマン�

  いまからここから 相田みつを�

 児童書 はみがきはみがき きむらゆういち�

  つきよのキャベツくん 長　　新太�

   ほか多数�

おすすめの一冊�

図書館�

※この他の新着図書は、庄川町ホームページで紹介しています。�
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ア
カ
ン
サ
ス
　
野
村
玉
枝
選�

庄
川
俳
句
会�

山
ま
ゆ
の
会
　
久
保
美
智
子
選�

「 クライマーズ・ハイ 」�
　　　　　　横山　秀夫 著�
男には、乗り越えねばならな
い山がある。１９８５年、御巣
鷹山の日航機事故で運命を
翻弄された地元新聞記者た
ちの濃密な一週間を描いた
本格長編小説。�



山本  泰斗くん�
（青島）�

父…哲也　母…幸美�

石坂  亘希くん�
（示野）�

父…亘　母…政枝�

西岡  頼輝くん�
（青島）�

父…修一　母…利志子�

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
早
い
も
の
で
、
８
年
が
経
過
し
た
今
日
、

全
国
的
に
防
災
・
防
火
に
対
す
る
意
識
が
と
て
も
強
く
な
り
、
我
が

庄
川
町
で
も
、
ま
た
私
の
住
む
三
谷
地
区
に
お
い
て
も
、
計
画
的
に

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
三
谷
自
治
会
に
お
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
を
５
年
前
に
つ
く
り

各
班
、
班
長
を
中
心
に
し
た
防
災
訓
練
が
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
私
も
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
ポ
ン
プ
車
で
訓
練
場
所
に
待
機
、
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練

は
、
災
害
発
生
の
防
災
無
線
に
よ
る
第
一
報
か
ら
、
各
班
集
合
、
人
員
確
認
・
報
告
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
班
出
動
に
よ
る
救
護
活
動
、
本
部
に
状
況
報
告
等
、
と
て
も
機
敏
に
又
、
ス
ム
ー

ズ
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
ふ
と
思
う
事
は
、
あ
く
ま
で
訓
練
で
あ
り
筋
書
き
の
あ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
的
な
行
事
ご
と
と
な

っ
て
い
な
い
か
？
と
い
う
事
。
事
実
そ
う
な
の
だ
が
、
そ
の
結
論
を
求
め
る
こ
と
は
あ
ま
り
意

味
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。�

　
毎
年
計
画
的
に
実
施
さ
れ
る
事
に
よ
り
、
計
画
段
階
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
事
。
特
に
自
主

防
災
組
織
の
各
メ
ン
バ
ー
が
毎
年
役
割
を
変
え
な
が
ら
体
験
を
積
み
重
ね
る
事
、
担
当
任
務
を

遂
行
す
る
事
、
計
画
か
ら
実
施
・
後
か
た
づ
け
ま
で
実
際
に
汗
を
か
い
て
思
い
知
る
事
、
参
加

者
１
人
１
人
が
自
ら
体
感
す
る
事
に
深
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。�

　
防
災
グ
ッ
ズ（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
非
常
袋
等
）は
自
分
を
救
っ
て
く
れ
る
直
接
の
も
の（
物
）と
は

な
ら
ず
、
日
頃
か
ら
そ
れ
ら
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
意
識
こ
そ
が
自
分
自
身
を
救
っ
て
く
れ
る

唯
一
の
も
の（
意
識
）に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。�

　
町
主
催
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
や
各
地
区
で
の
防
災
訓
練
が
毎
年
恒
例
行
事
の
ご
と
く
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
さ
も
主
催
者
主
導
に
よ
る
受
身
参
加
意
識
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
改
め
て
自
分

自
身
を
見
つ
め
て
み
た
い
。
自
分
を
自
分
自
身
で
守
り
そ
し
て
家
族
、
近
所
、
地
域
と
広
が
る

目
配
り
・
気
配
り
。
そ
う
い
う
意
識
を
身
に
付
け
な
が
ら
一
個
人
と
し
て
、
一
消
防
団
員
と
し

て
防
災
活
動
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
。�

　
市
町
村
合
併
を
目
の
前
に
、
ま
す
ま
す
自
主
的
に
活
動
し
て
い
く
事
を
考
え
、
実
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
・
。�
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　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�

たいと� こうき�

す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ネ
ェ
！�

お
と
も
だ
ち
と
仲
良
く
あ
そ
ん
で
ね� よしき�

音
楽
大
好
き
　
こ
う
ち
ゃ
ん
で
す�

元
気
で
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね�

「 

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て 

」�

町
政
モ
ニ
タ
ー
　
上
野 

貴
紹
（
三
谷
）�



す
こ
や
か
に�

し
あ
わ
せ
に�

や
す
ら
か
に�

　
住
　
所
　
　
　
夫
婦
氏
名�

　
三
　
谷
　
　
大
　
井
　
一
　
輝�

　
朝
日
町
　
　
（
海
老
）
樹
　
理�

　
金
　
屋
　
　
太
　
田
　
雅
　
士�

　
大
島
町
　
　
（
福
田
）
悦
　
子�

　
天
　
正
　
　
嶋
　
田
　
光
　
孝�

　
小
杉
町
　
　
（
山
崎
）
美
　
穂�

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

　
筏
　
　  

飯
田
　
す
け
　
85�

金
　
屋
　  

上
野
　
玉
貴
　
89�

金
　
屋
　  

齋
藤
　
賢
正
　
78�

青
　
島
　  

小
西
ゆ
き
を
　
88�

青
　
島
　  

松
本
　
　
咲
　
90�

湯
　
谷
　  

西
野
　
敬
信
　
69
�

戸
籍
の
窓�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

示
野
　
藤
永
　
時
生
　
男
　
健
治�

金
屋
　
山
橋
　
大
輝
　
男
　
賢
二�

青
島
　
高
川
　
愛
結
　
女
　
芳
昭�

金
屋
　
金
本
　
流
星
　
女
　
政
祐�

金
屋
　
藤
田
帆
乃
佳
　
女
　
昌
宏�

青
島
　
沖
田
　
拓
也
　
男
　
直
久�

（�（�（�

死
亡�

月
日�

8／29
8／29

8／31

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

青
　
島
　  

藤
森
　
照
夫
　
55�

　
庄
　
　  

有
澤
　
敏
雄
　
83�

死
亡�

月
日�

8／22
8／25

9／15
9／18

9／19

8／15
9／1

9／2
9／4

9／9
8／19

出
生�

月
日�

　９月も半ばを過ぎ、秋分の日を境にめ
っきり涼しくなりました。少々肌ざむく
感じる今日このごろですが、みなさんは
秋に何をイメージしますか？紅葉、秋刀
魚などいろいろあると思いますが、秋桜
をイメージされた方もいらっしゃるので
はないでしょうか。庄川町の花木に指定
されている「江戸彼岸桜」に比べると、そ
れほど華やかではないのでしょうが、秋
のそよ風に揺られて戯れる景色は、秋の
訪れをあたかも私達に語りかけているよ
うにさえ感じることができます。�
　庄川水系に馴染みのある11市町村の特
産品を一堂に集めた庄川流域特産市が10
月11日から12日にかけて開催され、合わ
せて砺波平野が一望できる夢の平スキー
場でコスモスウオッチングを満喫されて
みてはいかがでしょうか。�

湯と秋に  名残り惜しむか  帰り船　利賀川合流点�

もみじ� さ　ん�

ま� コスモス�
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き�

●町の人口（9月末現在）●�

人　口 7,260人　 （＋20） （△29） 転入 32�
　男 3,482人　 （＋10） （△24） 転出 14�
　女 3,778人　 （＋10） （△  5） 出生 6�
世帯数 2,053世帯 （＋  5） （＋  4） 死亡 4
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老齢人口 1,816人 （　   ＋3） （　 ＋16）�
　　　率 25.0％ （　0.0％） （＋0.3％）�
幼年人口 990人 （　 ＋10） （　 ＋27）�
　　　率 13.6％ （＋0.1％） （＋0.4％）�
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小
牧
堰
堤
か
ら
祖
山
ま
で
は
お
よ
そ
12
㎞
、
山
間
い
っ
ぱ
い
に
水
を
湛た

た

え
た
ダ
ム
湖

は
、
右
に
曲
り
左
に
折
れ
て
両
岸
の
山
々
の
変
化
と
と
も
に
、
景
観
の
ア
ン
グ
ル
が
す

べ
て
新
鮮
に
と
び
こ
ん
で
く
る
。
船
が
ゆ
る
や
か
に
旋
回
す
れ
ば
、
尾
根
の
上
に
新
た

な
尾
根
が
現
わ
れ
て
見
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
�

　
庄
川
峡
の
奥
座
敷
大
牧
温
泉
は
、
小
牧
か
ら
船
に
乗
っ
て
お
よ
そ
30
分
、
8
㎞
の

上
流
に
あ
る
。
59
℃
の
天
然
温
泉
で
、
山
の
急
な
斜
面
を
背
負
っ
て
河か

岸が
ん

に
建
つ
。
�

　
澄
み
渡
る
錦き

ん
し

秋ゅ
う

の
湖
面
を
、
秋
に
酔よ

い
し
れ
た
人
々
を
乗
せ
て
船
が
帰
る
。
右
手
奥

か
ら
流
れ
込
む
こ
の
利
賀
川
合
流
点
も
景
勝
の
眺
め
で
あ
る
。
白
い
船
と
水
と
紅
葉
、

来
て
見
や
し
ゃ
ん
せ
庄
川
峡
へ
。
�

り
　
せ�
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